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今回は群馬県桐生市のご当地
グルメ「こども洋食」を提供しま
した。
近年の子供たちに「ソース味」
は当たり前の味となっています
が、昭和初期は今に比べると、
とても簡素な食事だったため、
当時の子供たちには「これが
洋風の味なんだ！？」と驚きが
あったと思います。
このようにご当地グルメから時
代背景まで想像できるのも
「食」の楽しみ方の一つかと思
います。

こども洋食は群馬県桐生市のご当地グルメの一つで、
じゃが芋・長葱・干し海老などをウスターソースで炒めた
料理です。昭和初期には屋台や駄菓子屋で売られ、
当時まだ珍しかったソース味に子供たちが「洋風だ！」と
喜んだことが名前の由来と言われています。

ねぎを炒め、ねぎの水分が出たところで、
干し海老を加えてうま味を出します。
そこにあらかじめ茹でておいたじゃが芋と
ソースを加え、青のりをふって完成です。
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